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㍑
、
酢
50
㍉
㍑
、
砂
糖
70

㌘
、は
ち
み
つ
小
さ
じ
１
）

＊
乳
酸
菌
飲
料
や
ワ
イ
ン
で

も
可
。
傷
ん
だ
ブ
ド
ウ
の

実
や
皮
を
入
れ
る
と
発
酵

を
促
し
効
果
が
ア
ッ
プ

●
作
り
方

①
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
上
部
の
丸

み
の
あ
る
辺
り
に
16
×
16

㍉
の
穴
（
切
り
口
は
切
り

取
ら
ず
に
×
印
に
内
側
に

折
る
）
を
３
カ
所
開
け
る

②
誘
引
液
を
、
底
か
ら
７
㌢

程
度
の
高
さ
ま
で
入
れ
、

フ
タ
を
閉
め
る

③
飲
み
口
付
近
の
キ
ャ
ッ
プ

に
ひ
も
を
取
り
付
け
て
ぶ

ら
下
げ
る

●
取
付
場
所

▽
人
が
作
業
す
る
場
所
か
ら

３
㍍
程
度
離
れ
た
所

＊
ハ
チ
は
３
㍍
以
上
離
れ
る

　
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済

対
策
分
）
の
申
請
書
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
人
へ
申
請
手
続
き
に
関

す
る
案
内
を
４
月
上
旬
に
送

昨
年
の
最
優
秀
賞
・
中
溝
幸
夫
さ
ん
の
庭

市
　
か
　
ら

ス
ズ
メ
バ
チ
の

巣
作
り
を
防
ぐ
方
法

●
ス
ズ
メ
バ
チ
取
り
器
を

　
　
こ
の
時
期
に
作
る
利
点

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
女
王
蜂

は
、
春
先
の
４
月
ご
ろ
に
活

動
を
始
め
ま
す
。
女
王
蜂
以

外
は
越
冬
で
き
な
い
た
め
、

こ
の
時
期
に
女
王
蜂
を
捕
ま

え
る
と
、
巣
作
り
を
防
ぐ
こ

と
に
な
り
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の

数
が
増
え
る
の
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す

●
準
備
す
る
物

▽
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
炭
酸
系

飲
料
１
・
５
㍑
程
度
の
凹

凸
が
な
い
も
の
）

▽
ぶ
ら
下
げ
る
物
（
ひ
も
な

ど
）

▽
カ
ッ
タ
ー

▽
誘
引
液
（
焼
酎
１
５
０
㍉

　
総
務
省
と
県
が
、
毎
月
、

労
働
力
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
わ
が

国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
す
。
調
査
員
が
み

な
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し
た

と
き
は
、
調
査
へ
の
回
答
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
県
調
査
統
計
課

　
☎
０
９
２
（
６
５
１
）

　
１
１
１
１

労
働
力
調
査
に協
力
を

国
・
県
な
ど
か
ら

●主な活動
　清掃イベントの開催、リサイクル石けんの製造、ホタル

の放流、市民花壇の植栽、「釣川」の歌の普及など
●年会費　500円
＊同会は、市の水と緑を守り育てることで、住みよい生活
環境をつくることを目的に活動。詳細は問い合わせを

【総会開催】
●日時　４月22日（土）　▽受付＝9:00〜
　　　　　　　　　　　 ▽実施＝9:30〜12:00
●会場　市役所北館１階・103Ａ会議室　＊事前申込不要
■問い合わせ先　むなかた「水と緑の会」事務局（環境課内）

☎（36）1421

と
危
害
を
加
え
に
く
く
な

り
ま
す

▽
子
ど
も
が
触
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
高
さ

▽
日
陰
（
誘
引
液
の
蒸
発
防

止
の
た
め
）

＊
容
器
の
サ
ン
プ
ル
を
環
境

課
窓
口
（
西
館
２
階
）
と

各
コ
ミ
セ
ン
に
設
置

●
注
意
点

▽
ハ
チ
に
近
づ
く
と
き
は
、

十
分
に
注
意
を
す
る

▽
ハ
チ
は
死
ん
で
い
て
も
、

針
が
飛
び
出
し
毒
が
で
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ハ
チ

の
死
骸
に
は
手
を
触
れ
な

い
こ
と

▽
ハ
チ
取
り
器
の
容
器
に

は
、
必
ず
注
意
書
き
を
貼

る
こ
と

▽
誘
引
剤
の
効
果
は
１
～
２

週
間
で
、
減
り
す
ぎ
る
と

ハ
チ
が
逃
げ
る
場
合
あ

り
。
誘
引
剤
の
継
ぎ
足
し

を
す
る

7㎝

縦横
12～16㎜

むなかた「水と緑の会」会員募集

付
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
期
間
　
４
月
３
日

（
月
）
～
７
月
３
日
（
月
）

＊
郵
送
は
７
月
３
日
（
月
）

消
印
有
効

＊
窓
口
受
付
は
７
月
３
日

（
月
）
午
後
５
時
ま
で　

●
対
象

▽
平
成
28
年
度
分
の
住
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人

＊
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
人
、
生
活
保
護
の
受
給

者
な
ど
を
除
く

＊
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
け

取
る
に
は
、
平
成
28
年
１

月
１
日
時
点
で
住
民
票
の

あ
る
市
町
村
へ
の
申
請
が

必
要

＊
平
成
28
年
１
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
、
給
付
金

の
支
給
決
定
前
に
亡
く

な
っ
た
人
は
対
象
外

●
支
給
額
　
対
象
者
１
人
に

つ
き
１
万
５
０
０
０
円

＊
支
給
は
１
回
の
み

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
制
度
に
つ
い
て
＝

　
厚
生
労
働
省
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
　
☎
０
５
７
０
（
０
３
７
）

　
１
９
２

＊
午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
申
請
に
つ
い
て
＝

　
市
給
付
金
担
当

＊
午
前
９
時
～
午
後
５
時

☎
（
36
）
９
８
６
０

▽
使
用
後
の
ハ
チ
取
り
器

は
、
中
身
を
捨
て
て
、
分

別
し
て
ご
み
に
出
す
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
先

　
環
境
課☎

（
36
）
１
４
２
１

●
日
程
　
５
月
１
日
（
月
）

～
平
成
30
年
３
月
19
日

（
月
）
の
毎
週
月
曜
日
（
全

45
回
）

＊
変
更
の
場
合
あ
り

●
時
間
　
午
後
２
時
～
同
４

時
●
場
所
　
福
津
市
役
所
・
大

会
議
室

●
内
容
　
聴
覚
障
害
や
、
手

話
に
つ
い
て
学
習
し
、
聴

覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加

を
支
援
す
る
手
話
奉
仕
員

を
養
成
す
る
も
の

＊
厚
生
労
働
省
手
話
奉
仕
員

養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準

手
話
奉
仕
員養

成
講
座

臨
時
福
祉
給
付
金

早
め
に
申
請
を

じ
て
実
施

●
対
象
　
市
民
か
市
に
通
勤

す
る
18
歳
以
上
の
人
で
、
講

座
終
了
後
、
手
話
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
可
能
な
人

●
定
員
　
先
着
10
人

●
受
講
料
　
無
料

＊
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代

　

３
２
４
０
円
必
要

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

●
申
込
締
切
日
　
４
月
19
日

（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
（
36
）
３
１
３
５

FAX
（
36
）
５
８
５
６

むなかた「水と緑の会」
花壇コンクール参加者募集

＊
臨
時
福
祉
給
付
金
の
振

り
込
め
詐
欺
や
個
人
情

報
の
搾
取
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

●審査日　４月24日（月）
●審査方法　同会花と緑部

会が、応募者の自宅など
を訪問して実施
＊審査前に開花のピークを
迎える場合は、審査当日
（訪問時）に、開花ピーク
時の写真（３～５枚。内
１枚は全景写真必要）の
提出を。写真は返却不可

●審査対象　道路から見え
る垣根や庭、玄関

＊入賞者に賞品、参加者全
員に記念品あり

●申込締切日
　４月14日（金）
■申込方法
▽☎（36）1421
▽郵送＝①住所②氏名
　③電話番号を明記して　
（〒811-3492／住所不要
／同会事務局〈環境課内〉）

▽窓口（西館２階）

　市とむなかた「水と緑の会」では、花と緑で彩る美しい
まちづくりを目指して花壇コンクールを開催。自慢の花壇
を応募してみませんか。団体、個人は問いません。事業所
や学校なども大歓迎です。
＊入賞した場合は、入賞者の名前、花壇の写真などを市広
報紙や同会 ＨＰ http://mizu-to-midori.com/で掲載予定

平
成
29
年
度
の
固
定
資

産
税
の
納
税
通
知
書
・

課
税
明
細
書
を
発
送

●
固
定
資
産
税
と
は
　
毎
年

１
月
１
日
現
在
、
土
地
や

家
屋
、
償
却
資
産
の
所
有

者
に
課
税
さ
れ
る
市
税
。

そ
の
年
の
４
月
１
日
か
ら

１
年
度
分
を
納
税

●
発
送
時
期
　
４
月
中
旬

＊
詳
細
は
、
同
封
の
「
税
の

し
お
り
」「
課
税
明
細
書
」

で
確
認
を

【
土
地
・
家
屋
価
格
な
ど
の

縦
覧
帳
簿
を
公
開
】

●
期
間
　
４
月
３
日
（
月
）

～
５
月
１
日
（
月
）
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
●
場
所
　
税
務
課
８
番
窓
口

（
本
館
１
階
）、
大
島
行
政

セ
ン
タ
ー

●
縦
覧
で
き
る
人

▽
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
＝

土
地
で
課
税
さ
れ
て
い
る

人
▽
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
＝

家
屋
で
課
税
さ
れ
て
い
る

人
●
持
参
品
　
運
転
免
許
証
や

納
税
通
知
書
、
課
税
明
細

書
な
ど
納
税
義
務
者
本
人

の
確
認
が
で
き
る
も
の

＊
代
理
人
は
委
任
状
が
必
要

【
固
定
資
産
税
の

減
額
措
置
】

●
新
築
住
宅
　
新
築
か
ら
一

定
期
間
、
床
面
積
１
２
０

平
方
㍍
分
ま
で
２
分
の
１

減
額
。
一
般
住
宅
は
３
年

度
分
（
３
階
建
以
上
の
耐

火
建
築
物
は
５
年
度
分
）、

長
期
優
良
住
宅
は
５
年
度

分
（
３
階
建
以
上
の
耐
火

建
築
物
は
７
年
度
分
）
適

用
▽
要
件

①
新
築
住
宅
（
別
荘
、
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
を
除
く
）

②
居
住
部
分
の
床
面
積
が
一

戸
当
た
り
50
平
方
㍍
（
賃

貸
共
同
住
宅
は
40
平
方

㍍
）～
２
８
０
平
方
㍍（
付

属
家
を
含
む
）

③
居
住
部
分
の
床
面
積
が
延

床
面
積
の
２
分
の
１
以
上

▽
提
出
書
類
＝
固
定
資
産
税

（
家
屋
）
申
告
書

＊
長
期
優
良
住
宅
は
認
定
通

知
書
の
写
し

●
そ
の
他
　「
住
宅
の
耐
震

改
修
」「
住
宅
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
」「
住
宅
の

熱
損
失
防
止
改
修
（
省
エ

ネ
改
修
）」
に
伴
う
減
額

措
置
は
申
請
が
必
要
。
改

修
工
事
終
了
後
３
カ
月
以

内
に
、
税
務
課
固
定
資
産

税
係
へ
必
要
書
類
の
提
出

を
▽
家
屋
の
新
増
築
、
滅
失
、

用
途
変
更
＝
家
屋
の
新
増

築
や
家
屋
の
全
部
か
一
部

を
取
り
壊
し
た
場
合
や
、

用
途
を
変
更
し
た
場
合

は
、
税
務
課
固
定
資
産
税

係
へ
必
ず
届
け
出
を

＊
法
務
局
で
登
記
手
続
き
を

し
た
場
合
、
届
け
出
不
要

＊
土
地
の
上
に
一
定
要
件
を

満
た
す
住
宅
が
あ
る
と
、

「
住
宅
用
地
に
対
す
る
課

税
標
準
の
特
例
」
が
適
用

さ
れ
固
定
資
産
税
が
減
額

に
。
住
宅
の
滅
失
や
住
宅

と
し
て
の
用
途
を
変
更
す

る
と
適
用
か
ら
外
れ
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

☎
（
36
）
７
３
５
１


